
30件の請願が提出され、関係常任委員会及び議会運営
委員会で審査された後、本会議で審議され、次の３件の請願が

採択されました。
・「令和８年度愛知県私学振興予算の充実」について
・「令和８年度愛知県私立幼稚園関係補助金の充実」について
・「学費と教育条件の公私格差を抜本的に是正するために私学助成の拡充をもとめる」について
また、前回の議会で継続審査となっていた次の１件の請願は、再び閉会中に継続して
審査が行われることになりました。
・「愛知県議会議員選挙の選挙区」について

12月９日、10日、11日、12日及び18日に常任委員会が開催され、
付託された知事提出議案の審査が行われました。また、12月９日、

10日、11日及び12日には各常任委員会で一般質問も行われました。

令和９年４月の愛知県議会議員一般選挙における議員の定数や選挙区等に関する
調査を行うため、議員定数等調査特別委員会が設置されました。

県議会だより県議会だより 令和7年12月
定例議会

「強い経済」を実現する総合経済対策などにかかる
補正予算を可決 令和７年12月定例愛知県議会は、12月１日に開会し、18日間の

会期を経て12月18日に閉会しました。その概要をお知らせします。

　議会の意思を国政に反映
させるため、次の６件の
意見書が可決され、衆参両院
議長及び内閣総理 大臣
始め関係大臣等に提出され
ました。

　知事から、12月１日に「令和７年度愛知県一般会計補正予算（第５号）」など81件の議案
（予算：10、条例：11、その他議案：60）が提出され、また、12月15日に「令和７年度
愛知県一般会計補正予算（第６号）」など6件の議案（予算：3、その他議案：３）が追加
提出され、本会議の審議、委員会の審査を経て、すべて可決又は同意されました。
 また、閉会中に継続審査されていた令和６年度一般会計・特別会計決算12件及び
公営企業会計決算５件等は、すべて認定又は可決されました。

・外国人及び外国法人等による土地等の取得に関する法整備について
・高等学校段階におけるデジタル人材育成の強化について
・地方消費者行政の充実・強化について
・学校教育環境の整備について
・脳脊髄液漏出症に係る後遺障害等級認定の公平性・透明性の確保等について
・自動車盗難対策の強化について

知事提出議案の提案理由説明のようす

議員提出
議案

（意見書）

知事提出
議案等

代表質問 12月３日、次の２人の議員が県政各般にわたる問題について、それぞれの会派を代表して質問しました。

自由民主党

主な質問及び答弁内容

動物愛護のより一層の推進
動物に対する政策が、かつての「保護・管理」から「愛護・譲渡推進」
へと転換され、本県の動物愛護センターでも譲渡推進の取組が

積極的に進められている。しかしながら、一般社団法人ペットフード協会の
2024年度全国犬猫飼育実態調査によると、譲り受けて飼育する割合は少なく、
より一層保護犬や保護猫の譲渡を推進していく必要があると感じている。
今以上に取組を強力に推進していくためにも、ソフト・ハード両面から取組を
充実していくことが必要だと考える。動物愛護の取組を一層推進するため、
今後、県としてどのように取組を進めていくのか、知事の所見を伺う。

質問

県の動物愛護センターでは、インスタグラムでの保護犬・保護猫の
情報発信など、より多くの方に関心を持ってもらえるよう様 な々工夫を

行っており、昨年度は、犬265頭、猫215頭を譲渡した。
さらに、今年度は、民間事業者と連携して、譲渡動物と里親のマッチングをより
効果的に進めていくためのシステム導入に向けた実証実験にも取り組んで
いる。こうした取組に加え、動物愛護の拠点となる譲渡推進施設を新たに整備し、
動物愛護の啓発イベントを一層充実させていく。
また、現在の動物愛護センターについても、現地建て替えによる整備を進め、
機能性をさらに高めていく。

答弁

あいち民主

松本 まもる

主な質問及び答弁内容

１ 魅力的な地域づくりと更なる
愛知の発展

 （1   ）  アジア競技大会・アジア
パラ競技大会

 （2   ）  アジア競技大会・アジア
パラ競技大会の開催実績を
生かしたスポーツ振興

 （3   ）  インバウンド需要の取り
込みに向けた観光資源の
磨き上げと魅力発信

２ 持続的な本県産業の振興
 （1   ）  開業１年を経たＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ

の現状と今後
 （2   ）県産農産物の輸出促進
 （3   ）  産業廃棄物税を活用した

循環型社会の実現に
向けた取組

３ 安全・安心の確保
 （1   ）  災害関連死を防止する

ための県の取組
 （2   ）  災害対応力強化に向けた

道路の取組
 （3   ）  消費生活相談
 （4   ）  交通死亡事故抑止対策
4 誰もが活躍できる社会の
実現

 （1   ）  介護人材の確保に向けた
取組

 （2   ）  外国人児童生徒への
学習支援・就労支援

アジア競技大会・アジアパラ競技大会
アジア競技大会には、最大１万５千人、アジアパラ競技大会には、
約4,000人の選手及び関係者が来日することが想定されており、これに

加えて国内外から多くの観客が訪れることが期待される。
会場へ来場するルートには、連日多くの観客が集中することが予想され、競技会場に
おいても、交通渋滞や路上駐車、住宅街や通学路などに観客が立ち入ることによる
不安など、地域住民の日常生活にも少なからぬ影響が及ぶことが懸念される。
大会開催に伴う競技会場周辺住民の生活への影響を緩和するため、開催
都市としてどのように取り組んでいくのか、知事の所見を伺う。

質問

本県では、開催都市である名古屋市と共同で、大会組織委員会や
国、県警察、道路管理者、交通事業者等とともに観客輸送に関する

課題の検討を加速させ、安全かつ円滑な観客移動ルートの策定を進めている。
また、関係自治体とも緊密に連携し、交通渋滞や路上駐車など、競技会場ごとの
個別具体的な課題への対応策を検討している。
さらに、都市オペレーションセンターの設置に向けた準備を進め、観客移動ルート
上に配置する警備員やボランティア、案内スタッフの指揮・管理を行うとともに、
各競技会場周辺の観客の状況や交通・渋滞情報などを集約することで、不測の
事態への対応を適切に行っていく。

答弁

詳細は右記にて

問い合わせ先：愛知県議会事務局調査課 ☎（052）954－6742（ダイヤルイン）　〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目1番2号 令和8(2026)年１月10日発行

□ 丹羽 洋章（自民）
１ 「理系人材の育成」及び「県立
高専設置」

２ 「大人の食育の推進」、「食料安全
保障の強化等」に向けた本県の
取り組み

３ 愛知県美術館における収蔵
作品の収集・公開・活用と今後の
課題

□ 日高 章（自民）
１ 介護福祉分野における人材の育成と
職場環境の改善

２ あいちの伝統野菜の保存と振興
３ あいち健康プラザ減築方針の
見直し

４ ＡＩ制御信号機による次世代型交通
管理システムの導入

□ 細井 真司（民主）
１ 外国にルーツを持つ児童生徒への
学習支援

２ 愛知のモノづくりの更なる発展に
向けた人材育成

　（1） 女子生徒の理工系分野への
選択促進に向けた取り組み

　（2） 愛知のモノづくりを支える県立
工科高校の魅力発信の取り組み

３ 自動車盗対策の取り組み強化
□ 杉浦 友昭（自民）
１ デジタルヘルスの推進
２ 次期「食と緑の基本計画」策定
３ 風水害におけるＡＩの活用
□ 朝日 将貴（自民）
１ 少子化対策
　（1） 「あいマリ」の会員数拡大
　（2） ライフデザイン支援を活用した

結婚支援の機運醸成
２ 農業水利施設の防災・減災対策
　（1） 防災・減災、国土強靱化のための

５か年加速化対策
　（2） 第１次国土強靱化実施中期計画

□ 村嶌 嘉将（民主）
１ 地方公務員の兼業
２ 県営住宅
□ 成田 修（自民）
１ 歯科衛生士の人材確保
２ 南海トラフ地震に対する中小企業の
ＢＣＰ策定

□ 村瀬 正臣（自民）
１ スポーツ振興
２ 県職員の働き方改革
□ 福田 喜夫（民主）
１ 火災対策
２ 自動車関係諸税
３ 都市油田のＳＡＦ活用
４ モータースポーツを活用した地域
振興

□ 辻 秀樹（自民）
１ 高校生等の一人一台端末の購入
補助

２ 県立高校の空調整備

３ 能登半島地震等の教訓を
活かした住宅の耐震化

□ 伊藤 貴治（自民）
１ 県民を誰ひとり取り残さない
社会の実現

　（1） 住 民 への情報発信の
重要性

　（2） 情報発信の充実を含めた
包括的な支援体制の整備

２ 里親委託の推進
３ あいち地球温暖化防止戦略
２０３０（改定版）の推進

　（1） 産業・業務部門への対策
　（2） あいちエコアクション・

ポイント事業
４ 尾張北部地域の社会資本
整備

□ 河合 洋介（民主）
１ 青少年健全育成
２ 要人警護

□ 浦野 隼次（自民）
１ あいち経済労働ビジョン２０２６－
２０３０

２ 水素社会の実現に向けた取組
　（1） 水素・アンモニアのサプライ

チェーン構築の取組
　（2） 物流における脱炭素化を

目指す取組
　（3） あいち産業科学技術総合

センターにおける水素の製造や
利活用の分野での支援

□ 杉浦 正和（自民）
１ ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉと県内スタート
アップ拠点をつなぐ連携構築

２ 次期ＤＸ推進プランの策定と
生成ＡＩの活用

３ 不登校の増加を踏まえた「行き
たくなる学校」づくり

お知らせ

ホームページ

・代表質問： ２月27日（金）
・一般質問： ３月  ２日（月）～ ４日（水）
・議案質疑： ３月 ６日（金）、 ９日（月）、 
 10日（火）
・委 員 会： ３月11日（水）、 13日（金）、 
 16日（月）～18日（水）

令和８年２月定例愛知県議会（予定）
［会期：２月18日（水）～３月25日（水）］

・本会議等の日程や質問通告、結果
概要などの情報を掲載しています。

・本会議及び委員会の会議録について
順次掲載しています。

・本会議中継や、おおむね過去１年分の録画中継を
行っています。録画映像はスマートフォン、タブレット
端末等からもご覧いただけます。

・テレビ放送「愛知県議会だより」を一定の間、動画配信
しています。
ぜひ、ご覧ください。
https://www.pref.aichi.jp/site/gikai/index.html

１  行財政運営
 （1   ）  県税収入の見通し
 （2   ）  今後の財政運営 
２  活力と魅力あふれる愛知の
実現

 （ 1 ） 次期山村振興ビジョン
 （ 2 ）  地方独立行政法人愛知県

美術館機構の中期目標

 （3   ）  動物愛護のより一層の推進

３ 安全・安心な暮らしの実現
 （1   ）  大規模災害時における

他都道府県からの応援
職員の確保や円滑な活動
の実施

 （2   ）  上下水道一本化の取組
 （3   ）警察官の人材確保
４ 次代を担う人づくり
 （1   ）  依存症対策の推進
 （2   ）  小中学校におけるキャリア教育
5 新しい時代に飛躍する
愛知づくり

 （1   ）  開園後３年が経過した
ジブリパーク

 （2   ）  ペロブスカイト太陽電池
普及拡大プロジェクト

 （3   ）  アジア競技大会・アジア
パラ競技大会

請願

委員会

ますだ 裕二

詳細は右記にて

一般質問 12月４日及び５日の２日間にわたり一般質問が行われ、
次の14人の議員が県政の課題について質問しました。 議案質疑 12月18日、１人の議員が12月15日に追加提出

された議案について質疑を行いました。

●議員定数等調査特別委員会〈１４名〉

※会派は次のとおり略称としました。 （自民）＝自由民主党愛知県議員団 　（民主）＝あいち民主県議団 　（公明）＝公明党愛知県議員団 　（減税）＝減税日本愛知県議員団

特別委員会の設置 ◎は委員長、○は副委員長

◎横井五六（自民）
○鈴木　純（民主）
　直江弘文（自民）
　松川浩明（自民）

神野博史（自民）
峰野　修（自民）
中根義高（自民）
政木りか（自民）

今井隆喜（自民）
長江正成（民主）
谷口知美（民主）
森井元志（民主）

木藤俊郎（公明）
しまぶくろ朝太郎（減税）


